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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月30日(2012.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者における瀰漫性Ｂ大細胞型リンパ腫（ＤＬＢＣＬ）の治療結果を予測する方法であ
って、
　ＤＬＢＣＬ患者から試験試料を得ること、
　ＧＣＥＴ１、ＨＬＡ－ＤＱＡ１、ＨＬＡ－ＤＲＢ、ＨＬＡ－ＤＲＡ、ＡＣＴＮ１、ＣＯ
Ｌ３Ａ１、ＰＬＡＵ、ＭＹＣ、ＢＣＬ６、ＬＭＯ２、ＰＤＣＤ４およびＳＯＤ２から成る
グループから選択された複数の遺伝子の発現産物のレベルを検出すること、および
　試験試料中の遺伝子の発現産物レベルを、対照における遺伝子の発現産物レベルと比較



(2) JP 2011-525106 A5 2012.5.31

すること、からなり、
　対照における遺伝子の発現産物レベルと比較した試験試料中の遺伝子の発現産物レベル
は、化学療法薬の組み合わせと共にモノクローナル抗体治療薬を受けた場合のＤＬＢＣＬ
患者の治療結果の予測に使用できる、方法。
【請求項２】
　前記化学療法薬の組み合わせは、シクロホスファミド、オンコボリン、プレドニゾン、
ならびにヒドロキシダウノルビシン、エピルビシンおよびミトキサントロンから成るグル
ープから選択された１つまたは複数の化学療法薬の組み合わせを含む請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記モノクローナル抗体治療薬は抗ＣＤ２０モノクローナル抗体治療薬を含む請求項１
または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記対照は、対照患者集団の遺伝子の平均発現産物レベルを含む請求項１－３のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項５】
　治療結果を予測する際に患者の国際予後指標（ＩＰＩ）を評価することをさらに含む請
求項１－４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　ＭＹＣ、ＨＬＡ－ＤＲＢおよびＰＤＣＤ４のうちの複数の発現産物レベルが検出される
請求項１－５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ＨＬＡ－ＤＲＢおよびＭＹＣのうちの１つまたは複数の発現産物レベルが検出される請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記発現産物がｍＲＮＡである請求項１－７のうちのいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記検出することはヌクレアーゼ保護アッセイを含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記発現産物がタンパク質である請求項１－７のうちのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　患者試料はパラフィン包埋した組織試料を含む請求項１－１０のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１２】
　合計で１２個以下の遺伝子の発現産物のレベルが検出される請求項１－１１のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１３】
　患者における瀰漫性Ｂ大細胞型リンパ腫（ＤＬＢＣＬ）の治療結果を予測する方法であ
って、
　ＤＬＢＣＬ患者から試験試料を得ること、
　ＧＣＥＴ１、ＨＬＡ－ＤＱＡ１、ＨＬＡ－ＤＲＢ、ＨＬＡ－ＤＲＡ、ＡＣＴＮ１、ＣＯ
Ｌ３Ａ１、ＰＬＡＵ、ＭＹＣ、ＢＣＬ６、ＬＭＯ２、ＰＤＣＤ４およびＳＯＤ２から成る
グループから選択された１～１２個の間の遺伝子の発現産物のレベルを検出すること、
　患者の国際予後指標（ＩＰＩ）スコアを決定すること、
　試験試料中の遺伝子の発現産物レベルを、対照における遺伝子の発現産物レベルと比較
すること、からなり、
　患者のＩＰＩスコアと組み合わせた、対照における遺伝子の発現産物レベルと比較した
試験試料中の遺伝子の発現産物レベルは、化学療法薬の組み合わせを受けた場合のＤＬＢ
ＣＬ患者の治療結果の予測に使用できる、方法。
【請求項１４】
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　ＧＣＥＴ１、ＨＬＡ－ＤＱＡ１、ＨＬＡ－ＤＲＢ、ＨＬＡ－ＤＲＡ、ＡＣＴＮ１、ＣＯ
Ｌ３Ａ１、ＰＬＡＵ、ＭＹＣ、ＢＣＬ６、ＬＭＯ２、ＰＤＣＤ４、およびＳＯＤ２から成
るグループから選択された２～１２個の間の遺伝子の発現産物に対するプローブを含有す
る組成物であって、プローブは、オリゴヌクレオチドプローブ、抗体プローブ、オリゴヌ
クレオチドプライマー対およびアプタマーから成るグループから選択され、プローブは検
出可能となるよう任意選択で標識される、組成物。
【請求項１５】
　患者における瀰漫性Ｂ大細胞型リンパ腫（ＤＬＢＣＬ）の治療結果を予測する方法であ
って、
　ＤＬＢＣＬ患者から試験試料を得ること、
　ＧＣＥＴ１、ＨＬＡ－ＤＱＡ１、ＨＬＡ－ＤＲＢ、ＨＬＡ－ＤＲＡ、ＡＣＴＮ１、ＣＯ
Ｌ３Ａ１、ＰＬＡＵ、ＭＹＣ、ＢＣＬ６、ＬＭＯ２、ＰＤＣＤ４、およびＳＯＤ２から成
るグループから選択された２～１２個の間の遺伝子の発現産物のレベルを検出することで
あって、合計で１６個以下の遺伝子の発現産物のレベルを検出すること、および
　試験試料中の遺伝子の発現産物レベルを、対照における遺伝子の発現産物レベルと比較
すること、からなり、
　対照における遺伝子の発現産物レベルと比較した試験試料中の遺伝子の発現産物レベル
は、化学療法薬の組み合わせを受けた場合のＤＬＢＣＬ患者の治療結果の予測に使用でき
る、方法。
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